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ないかといった資料の位相の問題も今後の課題となる。 
 第８章は上代における清濁問題を考えるにあたって、濁音節に含まれる濁子音の音価について、上代から中
世に至るまでの変遷の跡を辿るものである。中世における諸外国資料や仮名遣書などの記述によると、いずれ
も濁音節に鼻音的要素のあったことが見出されるが、これを中古・上代に遡って追究するのが本章である。上
代文献における鼻濁音の仮名使用分布及び上古音ア韻と推定される仮名使用の状況から、上代でのガ行音節に
鼻音的要素の存在していることを見定め、以降、中古・中世に至るまでの濁子音における鼻音的要素の存在・
盛衰及び音価の変遷を総合的に見据えたところに意義が認められる。 
 第９章は、上代人名に多用される連体助詞「つ」の異形態表記と関わる問題を中心に追究するものである。
連体助詞「つ」と同じ役割をもつ連体格の「し」のほかにも籍帳や古事記・日本書紀などの上代文献に、「つ」
の異形態表記とみられる「た・ち・て・と・と」（濁音形を含むものもある）などのタ系の表記が現れる。山田
孝雄『奈良朝文法史』で、連体助詞「つ」と、古代韓国語における助詞「し」と同原ではないかという可能性
を示唆しているが、本章では日・韓両国語におけるこれらの助詞について双方の古代資料から得られる用例を
踏まえて、構文論、音韻論、用字法の三つの観点から、両者に緊密な関連性のあることを論述し、山田孝雄が
発案した所説を両国の文献を精緻に検討することによっておし進めたところに意義を有する。日・韓両国語に
おける同機能を遂行するこの助詞の同源説を主張するには、同時代の文献における用例を比較研究することが
前提になるが、日本側に比べて韓国側には古代資料が不足している状況にあり、現在、日本書紀における古代
韓国関連記事にみられる人名・地名などの固有名詞や三国史記・三国遺事における地名などがその主たる研究
対象となるものの、韓国側の金石文などにみる固有名詞表記や、現在、木簡などの新資料が両国で発掘されて
おり、資料的制約を補える日のくることが期待される分野でもある。 
 最後に、本論文における課題であるが、それは、籍帳に記される家族構成とそれに対する実態との関係、つ
まり籍帳の内容が実態をどこまで反映しているかの配慮についてである。こうした点に問題を残すが、全体と
して従来の研究を推し進めると同時に、未知の分野をも切り拓き、また日本上代語にとどまらず、古代韓国語
にも拡がりをもつ論であり、本論のいくつかは、日本のレフリー付きの高いレベルにある学会誌にも掲載され
て評価を得ていることからも、学界に稗益するところの小さくはない論文であると言える。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
 
